
はじめに
　今回は、消費者が引越をする際に引越運送事
業者とのやり取りで一番重要な「見積り」につい
て説明します。引越は消費者にとって目に見え
ないサービスであり、また一人一人ですべて異
なるサービスになるため、消費者が想像する内
容と、実際に提供される内容に隔たりが生じる
こともあります。よって、唯一のかたちある物で
ある「見積書」がとても重要になります。
　まず引越運送事業そのものの定義についてで
す。引越運送事業は「貨物自動車運送事業法（以
下、法）」の中の、「一般貨物自動車運送事業」に位
置しています（法２条２項）。これがいわゆる「緑
ナンバー」の営業用トラックを使用している事
業者になります。消費者は、まずは「緑ナンバー」
の引越運送事業者であるかを必ず確認してくだ
さい。
　そして引越運送事業者は引越の見積りの際
に、国土交通大臣が定めた標準引越運送約款（以
下、引越約款）＊1を使用するか、または国土交通
大臣の認可を受けた独自約款を適用しています
（法10条）。この約款は、引越運送事業者の営業
所およびウェブサイトに掲載すること（法11
条）とされていますので、確認をしましょう。

見積り
　引越約款では、引越運送事業者は「引越運送及
び引越に附帯するサービスに要する運賃および

料金（以下、運賃等）について試算を行い」、これ
を見積りとし、お客様である申込者に「見積書を
発行します」とあります。見積りは、お客様のお
宅に見積担当者が訪問して行うことが一般的で
すが、最近ではスマートフォンやパソコンを活
用したリモート見積りが多くなってきていま
す。またお客様の中には電話だけの見積りを希
望する方がいますが、荷物の内容を的確に把握
することが困難な場合が多く、あまりお勧めは
できません。
　見積書については、引越運送事業者ごとに独
自のフォーマットで作成していますが、引越約
款では、記載事項を定めており、これをまとめた
ものが、公益社団法人全日本トラック協会の「標
準見積書」様式（図）です。

見積書の内訳
　引越約款（３条２項）で定められている見積書
への記載事項は、次のとおりです。
１．運賃等の合計額、内訳及び支払方法
　見積りというと、まずはこの内容が一番に思
いつくと考えられます。運賃及び料金等につい
て、各引越運送事業者は国土交通省に届出が必
要であり、その届出をしたものを営業所に掲示
しています（個人を対象にした引越は、ウェブサ
イトにも掲載）（法11条）。
　運賃（図ア）は国土交通省で定めている「標準
的運賃」＊2において、運賃の種類として距離制と
時間制の２種類があります。地域が地方運輸局

等の全国10ブロック単位に分かれており、バン
型の車両で、車両を貸し切って貨物を運送する
場合を前提に設定されています。車種は小型車
（２㌧クラス）、中型車（４㌧クラス）、大型車
（10㌧クラス）、トレーラー（20㌧クラス）に分
かれています。見積書に記載の際は、運賃の種
類、車種、台数、単価、合計金額を記載します。ま
た、「割増」運賃として、休日、深夜・早朝、品目別
等の運賃があります。
　料金（図イ）は、運送以外の作業員の料金がこ
れに該当し、標準的運賃には含まれていません。
具体的には、積込み・取卸し（作業員がトラック
に荷物を積み込んだり、取り卸す作業）、搬出及
び搬入作業（作業員が荷物を家屋から外に出し
てトラックまで運んだり、トラックから家屋の
中まで運ぶ作業）、荷造り作業・開梱作業（作業員
により荷物が運送に適するように梱包したり、
梱包した荷物を解いていく作業）についての料
金を記載します。多くは作業員の人員数で金額
を設定することが多くなっています。
　運賃及び料金以外では「実費」と「附帯サービ
ス料」があります。実費（図ウ）については様々な
項目があります。「諸資材料」は、ダンボール類の
費用です。ダンボールは大きさにより単価が異
なります。そのほかには、クラフトテープ、ガム
テープ、ふとん袋、巻ダンボール、エアーキャッ
プ、クレープ紙等があります。これらは基本的に
お買い上げ品になりますので、契約すれば納品
時に消費者の買い上げとなります。ダンボール
類については、消費者からのクレームが多い内
容の１つです。そこで当協会では、引越運送事業
者への講習等を通じて、ダンボール類は契約前
にお届けしないことや、見積書にダンボール類
の内訳を明記することを推進しています。
　「見積料」は、基本的には請求しませんが、お客
様への事前説明と了解があれば収受できます。
例えば離島への下見料等が想定されます。
　「内金」「手付金」は引越約款では請求しません
と明記されています。
　引越作業において、家屋の周辺の道幅が非常
に狭いため、大きなトラックが入れない場合が

あります。その際には、「横持作業」といって小さ
なライトバン車等を使用して家屋から運送する
トラックまでピストン輸送を行います。その際
に使用する車の費用は「補助車両費」となります。
　附帯サービス料（図エ）は、主に引越時に附帯
する運送サービスになります。外部業者を使用
することが多く、「ピアノの移送」「乗用車の回
送」「エアコンの取外し・取付け」等がこれに当た
ります。
　支払い方法（図オ）について、引越約款におい
て、運賃等の収受は荷物を受け取るときまたは
荷物を引き渡した後と定めています。最近では、
現金のみならず、様々な決済手段を各引越運送
事業者が使っています。振込み、クレジットカー
ド支払い、ＩＣカード決済、バーコード決済な
ど、必ず見積りの際に確認をして決済方法と時
期を見積書に記載します。
２．荷物の受取日時及び引渡日
　発地（発送地）での作業日および作業開始時間
を見積書に記載します。着地（到達地）について
は作業日のみで作業開始時間は記載しません。
時間については、発地での作業終了の際に引越
運送事業者から消費者へ通知します。
３．荷送人及び荷受人、当店が行う作業内容
　引越約款のこの項目は、作業が荷物等の事故
をなくすためにとても重要な項目です。引越で
は引越作業日当日はもちろんのこと、引越作業
日の前段においても様々な作業が発生します。
その作業一つ一つについて、これは消費者が行
うか、引越運送事業者が行うかを確認する必要
があります。これを怠ると引越作業に多くの支
障を来し、荷物等の事故につながります。
・ 家具の梱包はどちらが行うのか
・ 食器等の小物の荷造りはどちらが行うのか
・ ダンボールへの箱詰めはどちらが行うのか
・ ダンボールの開梱はどちらが行うのか
・ 組立家具の解体・組立はどちらが行うのか
・ テレビ・ビデオの配線はどちらが行うのか
・ パソコンの配線はどちらが行うのか
・ 照明の取外し・取付けはどちらが行うのか
・ 洗濯機の取外し・取付けはどちらが行うのか

　このような項目について、消費者と引越運送
事業者の双方で確認をして、作業確認書に記載し
て見積書とともに保管しておくことが大切です。
４．申込者の氏名又は名称、住所及び電話番号
５．荷受人の氏名又は名称、住所及び電話番号
６．発送地及び到達地の地名、地番及び連絡先電
話番号

７．当店の名称、事業許可番号、住所、電話番号、
見積り担当者の氏名及び問い合わせ窓口電
話番号

　以上が引越約款で定められている見積書への

記載事項です。解約手数料の額については、次回
で触れます。

おわりに
　この見積書について、引越運送事業者は荷物
の受取日の３日前までに、消費者に対して記載
内容の変更の有無を確認することになっていま
す。もちろん、見積り時に引越運送事業者は約款
をお客様に提示することになっています。
　このように引越において、最も重要な要素であ
る見積りは、引越約款と密接な関係にあります。

土屋 文昭　Tsuchiya　Fumiaki

公益社団法人全日本トラック協会 輸送事業部長

引越サービスを安全・安心に利用するために

＊1　公益社団法人全日本トラック協会ウェブサイト「標準引越運送約款について」「標準引越運送約款のポイント（令和６年改正版）」
  　　https://jta.or.jp/pdf/hikkoshi_anshin/hikkoshi_anshin_point2024.pdf

＊2　公益社団法人全日本トラック協会ウェブサイト「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃（令和６年３月告示）」
  　　https://jta.or.jp/member/kaisei_jigyoho/top/hyoujun_unchin.html#1
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図  全日本トラック協会「標準見積書」様式
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す。引越運送事業は「貨物自動車運送事業法（以
下、法）」の中の、「一般貨物自動車運送事業」に位
置しています（法２条２項）。これがいわゆる「緑
ナンバー」の営業用トラックを使用している事
業者になります。消費者は、まずは「緑ナンバー」
の引越運送事業者であるかを必ず確認してくだ
さい。
　そして引越運送事業者は引越の見積りの際
に、国土交通大臣が定めた標準引越運送約款（以
下、引越約款）＊1を使用するか、または国土交通
大臣の認可を受けた独自約款を適用しています
（法10条）。この約款は、引越運送事業者の営業
所およびウェブサイトに掲載すること（法11
条）とされていますので、確認をしましょう。

見積り
　引越約款では、引越運送事業者は「引越運送及
び引越に附帯するサービスに要する運賃および

料金（以下、運賃等）について試算を行い」、これ
を見積りとし、お客様である申込者に「見積書を
発行します」とあります。見積りは、お客様のお
宅に見積担当者が訪問して行うことが一般的で
すが、最近ではスマートフォンやパソコンを活
用したリモート見積りが多くなってきていま
す。またお客様の中には電話だけの見積りを希
望する方がいますが、荷物の内容を的確に把握
することが困難な場合が多く、あまりお勧めは
できません。
　見積書については、引越運送事業者ごとに独
自のフォーマットで作成していますが、引越約
款では、記載事項を定めており、これをまとめた
ものが、公益社団法人全日本トラック協会の「標
準見積書」様式（図）です。

見積書の内訳
　引越約款（３条２項）で定められている見積書
への記載事項は、次のとおりです。
１．運賃等の合計額、内訳及び支払方法
　見積りというと、まずはこの内容が一番に思
いつくと考えられます。運賃及び料金等につい
て、各引越運送事業者は国土交通省に届出が必
要であり、その届出をしたものを営業所に掲示
しています（個人を対象にした引越は、ウェブサ
イトにも掲載）（法11条）。
　運賃（図ア）は国土交通省で定めている「標準
的運賃」＊2において、運賃の種類として距離制と
時間制の２種類があります。地域が地方運輸局

等の全国10ブロック単位に分かれており、バン
型の車両で、車両を貸し切って貨物を運送する
場合を前提に設定されています。車種は小型車
（２㌧クラス）、中型車（４㌧クラス）、大型車
（10㌧クラス）、トレーラー（20㌧クラス）に分
かれています。見積書に記載の際は、運賃の種
類、車種、台数、単価、合計金額を記載します。ま
た、「割増」運賃として、休日、深夜・早朝、品目別
等の運賃があります。
　料金（図イ）は、運送以外の作業員の料金がこ
れに該当し、標準的運賃には含まれていません。
具体的には、積込み・取卸し（作業員がトラック
に荷物を積み込んだり、取り卸す作業）、搬出及
び搬入作業（作業員が荷物を家屋から外に出し
てトラックまで運んだり、トラックから家屋の
中まで運ぶ作業）、荷造り作業・開梱作業（作業員
により荷物が運送に適するように梱包したり、
梱包した荷物を解いていく作業）についての料
金を記載します。多くは作業員の人員数で金額
を設定することが多くなっています。
　運賃及び料金以外では「実費」と「附帯サービ
ス料」があります。実費（図ウ）については様々な
項目があります。「諸資材料」は、ダンボール類の
費用です。ダンボールは大きさにより単価が異
なります。そのほかには、クラフトテープ、ガム
テープ、ふとん袋、巻ダンボール、エアーキャッ
プ、クレープ紙等があります。これらは基本的に
お買い上げ品になりますので、契約すれば納品
時に消費者の買い上げとなります。ダンボール
類については、消費者からのクレームが多い内
容の１つです。そこで当協会では、引越運送事業
者への講習等を通じて、ダンボール類は契約前
にお届けしないことや、見積書にダンボール類
の内訳を明記することを推進しています。
　「見積料」は、基本的には請求しませんが、お客
様への事前説明と了解があれば収受できます。
例えば離島への下見料等が想定されます。
　「内金」「手付金」は引越約款では請求しません
と明記されています。
　引越作業において、家屋の周辺の道幅が非常
に狭いため、大きなトラックが入れない場合が

あります。その際には、「横持作業」といって小さ
なライトバン車等を使用して家屋から運送する
トラックまでピストン輸送を行います。その際
に使用する車の費用は「補助車両費」となります。
　附帯サービス料（図エ）は、主に引越時に附帯
する運送サービスになります。外部業者を使用
することが多く、「ピアノの移送」「乗用車の回
送」「エアコンの取外し・取付け」等がこれに当た
ります。
　支払い方法（図オ）について、引越約款におい
て、運賃等の収受は荷物を受け取るときまたは
荷物を引き渡した後と定めています。最近では、
現金のみならず、様々な決済手段を各引越運送
事業者が使っています。振込み、クレジットカー
ド支払い、ＩＣカード決済、バーコード決済な
ど、必ず見積りの際に確認をして決済方法と時
期を見積書に記載します。
２．荷物の受取日時及び引渡日
　発地（発送地）での作業日および作業開始時間
を見積書に記載します。着地（到達地）について
は作業日のみで作業開始時間は記載しません。
時間については、発地での作業終了の際に引越
運送事業者から消費者へ通知します。
３．荷送人及び荷受人、当店が行う作業内容
　引越約款のこの項目は、作業が荷物等の事故
をなくすためにとても重要な項目です。引越で
は引越作業日当日はもちろんのこと、引越作業
日の前段においても様々な作業が発生します。
その作業一つ一つについて、これは消費者が行
うか、引越運送事業者が行うかを確認する必要
があります。これを怠ると引越作業に多くの支
障を来し、荷物等の事故につながります。
・ 家具の梱包はどちらが行うのか
・ 食器等の小物の荷造りはどちらが行うのか
・ ダンボールへの箱詰めはどちらが行うのか
・ ダンボールの開梱はどちらが行うのか
・ 組立家具の解体・組立はどちらが行うのか
・ テレビ・ビデオの配線はどちらが行うのか
・ パソコンの配線はどちらが行うのか
・ 照明の取外し・取付けはどちらが行うのか
・ 洗濯機の取外し・取付けはどちらが行うのか

　このような項目について、消費者と引越運送
事業者の双方で確認をして、作業確認書に記載し
て見積書とともに保管しておくことが大切です。
４．申込者の氏名又は名称、住所及び電話番号
５．荷受人の氏名又は名称、住所及び電話番号
６．発送地及び到達地の地名、地番及び連絡先電
話番号

７．当店の名称、事業許可番号、住所、電話番号、
見積り担当者の氏名及び問い合わせ窓口電
話番号

　以上が引越約款で定められている見積書への

記載事項です。解約手数料の額については、次回
で触れます。

おわりに
　この見積書について、引越運送事業者は荷物
の受取日の３日前までに、消費者に対して記載
内容の変更の有無を確認することになっていま
す。もちろん、見積り時に引越運送事業者は約款
をお客様に提示することになっています。
　このように引越において、最も重要な要素であ
る見積りは、引越約款と密接な関係にあります。

引越サービスを安全・安心に利用するために
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出典：公益社団法人全日本トラック協会ウェブサイト「全日本トラック協会 標準見積書 2 ページ版」1ページ
https://jta.or.jp/member/hikkoshi_member/mitsumori.html


